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２
０
１
８
年
に
お
け
る
特
筆
す
べ
き
2
つ
の
変
化

が
、
「
蝶
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
現
性
を
高
め
て

い
る
。

　
　

　

第
一
の
変
化
は
、
南
北
首
脳
会
談
な
ら
び
に
米

朝
首
脳
会
談
を
契
機
と
し
た
緊
張
の
緩
和
で
あ
る
。

「
蝶
々
」
の
中
軸
で
あ
る
北
東
ア
ジ
ア
地
域
は
、

長
き
に
亘
っ
て
北
朝
鮮
の
核
問
題
に
よ
り
、
協
力

よ
り
は
緊
張
を
、
連
携
よ
り
は
断
絶
を
特
徴
と

し
て
き
た
。
北
朝
鮮
の
非
核
化
と
朝
鮮
半
島
に
お

け
る
和
解
・
協
力
の
促
進
は
、
東
北
ア
ジ
ア
に
お

け
る
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
並
び
に
人
的
交

流
に
対
す
る
唯
一
の
障
壁
で
あ
っ
た
南
北
分
裂
に
、

改
善
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
の
変
化
は
、
生
態
系
に
お
い
て
発
生
し
た

事
象
で
あ
る
。
同
年
の
夏
、
地
球
は
過
去
の
い
か

な
る
時
よ
り
も
暑
か
っ
た
。
8
月
21
日
付
の
英
国

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
誌
は
、
北
極
に
お
い
て
、
最
も
長
い

歴
史
を
誇
り
か
つ
強
固
な
氷
河
が
、
崩
壊
し
始
め

た
と
報
道
し
た
。
夏
に
も
溶
け
る
こ
と
が
な
か
っ

た
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
北
部
の
「
最
後
の
氷
河
」
が

崩
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
、
地
球
温
暖
化
が

後
戻
り
の
で
き
な
い
段
階
に
ま
で
進
ん
で
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
温
暖
化
は
北
極
航
路
の
完
全

開
通
を
促
進
し
て
き
た
が
、
そ
の
実
現
が
早
ま
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
は
、
新
時
代
に
お
け
る
重
要

課
題
と
な
る
。
今
後
発
展
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

普
及
が
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
密
接
に
関
連
し
た

暖
房
、
交
通
部
門
の
電
気
化
を
招
来
す
る
と
考

え
ら
れ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
増
大
に
繋
が

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

蝶
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
周
辺

で
の
創
設
が
見
込
ま
れ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
電

力
需
要
を
い
か
に
充
足
さ
せ
る
か
を
、
北
東
ア
ジ

ア
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
推
進
の
新
課
題
と
し
て
捉
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
南
北
和
解
ム
ー
ド

が
急
速
に
進
み
、
南
北
首
脳
会
談
が
3
度
、
米
朝

首
脳
会
談
が
1
度
開
催
さ
れ
た
。
緊
張
と
対
立
の

歴
史
に
終
止
符
が
打
た
れ
、
和
解
と
協
力
の
時
代

が
訪
れ
つ
つ
あ
る
。
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新年会開催
　

1
月
23
日
、
公
益
財
団
法

人
国
際
協
力
機
構

（
略
称:

J
IT

C
O

　

ジ
ツ
コ
）
の
新
年
会

が
、
東
京
都
芝
浦
に
あ
る
当

財
団
事
務
所
に
て
開
か
れ
、

徳
田
ひ
と
み
在
東
京
ブ
ー
タ

ン
王
国
名
誉
総
領
事
が
参
加

し
た
。

　

国
際
研
修
協
力
機
構
は
、

外
国
人
技
能
実
習
、
研
修
制

度
の
円
滑
な
運
営
、
適
正
な

拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
事

業
目
的
と
し
、
法
務
、
外
務
、

厚
生
労
働
、
経
済
産
業
、
国

土
交
通
の
五
省
共
管
に
よ
り
、

１
９
９
１
年
に
設
立
さ
れ
、

２
０
１
２
年
に
内
閣
府
所
管

の
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し

た
。

　

監
理
団
体
の
監
理
責
任
者

や
実
習
実
施
者
の
技
能
実
習

責
任
者
の
方
々
に
対
す
る
養

成
講
習
を
実
施
し
て
い
る
。

公益財団法人 国際協力機構

　

2
月
6
日
、
坂
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ウ
ィ

ン
（
埼
玉
県
坂
戸
市
）
に
て
、
富
士
見
工
業

団
地
工
業
会
・
埼
玉
県
西
部
経
済
同
友
会

に
よ
る

「
平
成
31
年
度
賀
詞
交
歓
会
」
が

開
催
さ
れ
、
日
本
経
営
者
同
友
会
よ
り
徳

田
ひ
と
み
代
表
理
事
が
出
席
し
た
。

　

富
士
見
工
業
団
地
は
、
埼
玉
県
西
部
に

位
置
し
、
川
越
・
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
の
3
市
に

ま
た
が
る
緑
豊
か
な
職
住
一
体
型
工
業
団

地
で
あ
る
。
埼
玉
県
内
の
企
業
団
地
と
合
わ

せ
る
と
78
団
地
を
超
え
る
企
業
が
集
ま
る
。

　

富
士
見
工
業
団
地
工
業
会
は
、
48
社
事

業
所
（
従
業
員
1
万
３
０
０
０
人
）
の
有
志

が
集
ま
っ
た
任
意
団
体
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。

　

賀
詞
交
歓
会
で
は
、
Ｔ
リ
ー
グ
（
卓
球

リ
ー
グ
）
に
参
戦
す
る
プ
ロ
卓
球
チ
ー
ム

「
Ｔ
．
Ｔ
彩
た
ま
」
が
昨
年
発
足
さ
れ
た

こ
と
で
、
卓
球
王
国
埼
玉
を
目
指
し
て

「
Ｔ
．
Ｔ
彩
た
ま
＆
Ｔ
リ
ー
グ
応
援
団
」
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

　

1
年
後
に
迫
っ
た
東
京
五
輪

・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
２
０
２
０
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
ゴ
ル
フ
、
射
撃
の
4
競
技
が
埼

玉
県
内
で
開
催
さ
れ
る
。
本
年
は
、
埼
玉
県

熊
谷
市
に
て
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

開
催
さ
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
地
域
の
絆

が
よ
り
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
確
信
さ
れ
た

賀
詞
交
歓
会
と
な
っ
た
。

平成31年賀詞交歓会
富士見工業団地工業会による

チャリティ ・ ガラ ・フェスティバル開催
日本 ・ ラテンアメリカ ・ カリブ婦人協会

　

2
月
12
日
、
日
本
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・

カ
リ
ブ
婦
人
協
会
に
よ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
ガ

ラ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

同
婦
人
協
会
は
、
橋
本
久
美
子
氏
（
橋
本

龍
太
郎
元
総
理
大
臣
夫
人
）
が
会
長
を
務
め
、

中
南
米
諸
国
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
資
金
集
め
を

目
的
と
し
て
本
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
中
南
米
各
国
か
ら
の
大
使

や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
事
業
に
貢
献
す

る
方
々
が
多
数
出
席
し
た
。

　

日
本
経
営
者
同
友
会
か
ら
、
下
地
常
雄
会
長

と
徳
田
ひ
と
み
代
表
理
事
が
出
席
し
、
婦
人

協
会
会
員
や
各
国
大
使
と
交
流
を
深
め
た
。

　

日
本
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
婦
人

協
会
は
、
日
本
に
在
住
す
る
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
及
び
カ
リ
ブ
諸
国
の
婦
人
と
の
友
好

親
善
、
援
助
、
相
互
理
解
を
目
的
と
す
る
催

し
を
定
期
的
に
開
催
し
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

及
び
カ
リ
ブ
諸
国
、
及
び
日
本
に
お
け
る
そ

れ
ら
国
々
を
援
助
し
て
い
る
慈
善
事
業
団

体
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
。

石破衆議院議員とご一緒に

下地会長夫人と（左）と徳田代表理事（中央）

スリランカ初代大統領を讃える

開会のご挨拶をされる橋本久美子会長エルサルバドル大使と参加者の皆様富士見工業団地工業会会長 沼尾幸一様の開会挨拶工業会会員様と親睦を深める徳田代表理事

ヨシゼ財団
フューチャー コンセンサス フォーラム

　

昨
年
11
月
、
韓
国･

ソ
ウ
ル
に
拠
点
を
置
く
ア
ジ

ア
最
大
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
ヨ
シ
ゼ
財
団
は
、

ソ
ウ
ル
市
内
に
て
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
コ
ン
セ
ン
サ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
今
年
で
第
3
回
目
を

迎
え
、
石
破
茂
衆
議
院
議
員
が
、
基
調
講
演
を

行
っ
た
。

　

日
本
経
営
者
同
友
会
か
ら
は
、
徳
田
ひ
と
み
代

表
理
事
が
出
席
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
「
変
化
の
中
の

朝
鮮
半
島
と
蝶
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
さ
れ
南

北
首
脳
会
談
、
米
朝
首
脳
会
談
の
実
施
に
変
化
し

た
朝
鮮
半
島
、
北
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
中
で
蝶
々
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
可
能
性
や
、
北
朝
鮮
と
共
に
、

北
東
ア
ジ
ア
が
繁
栄
と
平
和
を
推
進
で
き
る
協
力

策
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

蝶
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
昨
年
の
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

コ
ン
セ
ン
サ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
発
表
さ
れ
た
。

「
東
北
ア
ジ
ア
安
定
と
繁
栄
の
た
め
の
新
経
済
構

想
」
と
謳
い
、
北
東
航
路
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を

右
、
北
西
航
路
と
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
左
と
、
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
で
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
と
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
一
つ
に
繋
ぐ
経
済

秩
序
構
想
で
あ
る
。

ヨシゼ財団　各国首脳メンバーによる会議の様子

式典に出席した関係者：主催者のビパッシ代表（前列右2番目）、

駐日スリランカ大使（前列右3番目）、徳田ブータン名誉総領事

左より徳田名誉総領事、鈴木 JITCO 理事長

アルザフグイ駐日モンゴル国大使館二等書記官

　

昨
年
7
月
22
日
、
群
馬
県
み
な
か
み
町
に
て

ス
リ
ラ
ン
カ
の
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
初
代
大
統
領
の

功
績
を
讃
え
る
集
会
が
開
か
れ
た
（
主
催:

ペ
ル

ポ
ラ･

ビ
パ
ッ
シ
財
団
）
。
同
主
催
財
団
の
代
表
を

務
め
る
ペ
ル
ポ
ラ･

ビ
パ
ッ
シ
氏
は
、
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ

ナ
元
大
統
領
の
側
近
で
あ
り
、
僧
侶
で
も
あ
る
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
支
持
者
や
僧
侶
が
出
席

し
、
徳
田
ひ
と
み
在
東
京
ブ
ー
タ
ン
名
誉
総
領

事
も
出
席
し
た
。
ビ
パ
ッ
シ
氏
の
指
揮
に
よ
り
、

ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
総
量
の
交
流
が
盛
ん
と
な
っ
た

み
な
か
み
町
に
２
０
２
０
年
ま
で
に
祈
念
館
を

設
立
す
る
計
画
を
立
案
し
た
。

　

同
計
画
に
は
、
下
地
常
雄･

日
本
経
営
者
同

友
会
会
長
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
の
支
援
も
決
定

し
て
い
る
。　

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
敗
戦
国
日
本
は
、
戦

勝
国
か
ら
四
分
割
統
治
を
提
示
さ
れ
た
。

１
９
５
１
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
に
出
席
し
た
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
代
表
（
当
時
大
蔵
大
臣
）
は

対
日
賠
償
請
求
権
審
議
の
際
、
最
初
に
放
棄
の
意
思
を
表
明
し
、
四
分
割
統
治
と
い
う
戦
勝
国
の
意
志

を
覆
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
日
本
は
分
割
さ
れ
る
こ
と
な
く
国
際
復
帰
、
高
度
成
長
へ
の
道
を
歩
む
こ
と

と
な
る
。
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アセアン加盟国
活  動  内  容

ネットワーク・サービス
インドネシア　　マレーシア　

フィリピン　　　　シンガポール

タイ　　　　　　   ブルネイ

ベトナム　　　　  ラオス

ミャンマー　　　　カンボジア

日本　　　　　　　中国

韓国

アセアン各国諸機関とのネットワーク
国際交流に関する支援活動

教育・研修・研究活動
国際会議・シンポジウムの開催

海外視察団派遣

ビジネス・サポート
企画･開発業務等に関するサポート
海外進出・合弁企業等に関するサポート

出版活動
アセアン時事ニュースの発行

政治・経済・文化資料の提供

　　

　　

昨
年
12
月
14
日
、
東
京
都
渋
谷
区
に
あ
る
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
、
ブ
ー
タ
ン
人
留
学
生
へ
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
（
主
催:

外
務
省
、
協
力:

ブ
ー

タ
ン
名
誉
総
領
事
館
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
語
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
興
協
会
、
一
般
社
団
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
国
際
化
推
進
委
員
会
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
回
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
18
年
1
月
に
続
き
第
二
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
と
な
り
、
約
70
名
の
ブ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
人
留
学
生
が
出
席
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
田
ひ
と
み
名
誉
総
領
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、｢

日
本
に
い
る
私
ど
も
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

領
事
は
外
務
省
の
ご
協
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
、
ブ
ー
タ
ン
か
ら
来
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
皆
様
の
安
全
と
健
康
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
忌
憚
な
く
連
絡
下
さ
い
」
と

留
学
生
に
向
け
て
挨
拶
し
た
。

　　

現
在
、
日
本
へ
留
学
す
る
ブ
ー
タ
ン
人
学
生
の
数
は
７
０
０
名
余

で
あ
る
が
、
苦
境
に
直
面
し
た
日
々
を
強
い
ら
れ
て
い
る
学
生
も

多
く
、
頻
繁
に
そ
の
様
子
が
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

当
日
は
、
留
学
生
た
ち
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
細
や
か
な
レ
ク
チ
ャ
ー
も
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
留
学
を
終
え
、
日
本
国
内
で
就
職
を
し
た
卒
業
生
が

登
壇
し
、
後
輩
の
留
学
生
た
ち
に
向
け
て
、
自
ら
の
体
験
談
を

語
り
、
日
本
で
留
学
生
活
を
送
っ
て
い
く
上
で
の
注
意
事
項
等
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

留学生にアドバイスを送る卒業生たち

ロテ・ツェリン新首相

ブータン協同党党首

50歳　外科医

バングラディッシュ大学医学部卒

米国ウィスコンシン大学医学部卒

オーストラリアキャンベラ大学ＭＢＡ取得

　

第２回ブータン人留学生向け

　

昨
年
7
月
21
日
、
22
日
の
二
日
間
、
埼
玉
県
越
谷
市
に
あ
る

日
本
最
大
規
模
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
」
に
て
、
「
埼
玉
で
開
催
！
2
年
前
イ
ベ
ン
ト
～T

o
k
y
o
2
0
2
0
 

2
 Y

ea
rs to

 G
o
!

～
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
イ
ベ
ン
ト
は
、
埼
玉
県
内
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、

ゴ
ル
フ
、
射
撃
の
競
技
が
開
催
さ
れ
る
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
残
り
2
年
を
控
え
、
埼
玉
県
ゆ
か
り
の
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
や
タ
レ
ン
ト
が
登
場
し
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
約
20
種
類
の
多
彩

な
競
技
体
験
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
紹
介
す
る
ス
テ
ー
ジ
、
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
の
魅
力
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
な
ど
を
設
け
、
2
年
後
に

迎
え
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大
会
機
運
を
盛
り
上
げ
た
。

　

埼
玉
県
内
で
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
相
手
国
は
7
カ
国
あ
り
、
ブ
ー

タ
ン
・
イ
タ
リ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ギ
リ
シ
ア
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ブ
ラ
ジ

ル
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
文
化
や
伝
統
が
各
ブ
ー
ス
に
て
紹
介
さ
れ
た
。

埼玉で開催 ! 2年前イベント
～ Tokyo 2020 2Years to Go! ～

　

10
月
19
、
20
、
21
日
の
3
日
間
、
拓
殖
大
学
大
学
祭

「
紅
陵
祭
」
が

開
催
さ
れ
、
同
大
学
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
今
年
8
月
に
ブ
ー
タ
ン
を

訪
れ
た
学
生
た
ち
に
よ
る
視
察
報
告
・
展
示
が
行
わ
れ
た
。

　　

展
示
会
場
で
は
、
派
遣
団
の

学
生
た
ち
が
、
ブ
ー
タ
ン
の
民

族
衣
装
を
着
用
し
て
、
来
場
者

を
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
お
も
て
な

し
し
て
い
た
。
現
地
滞
在
中
の

体
験
談
や
ダ
シ
ョ
ー
西
岡
や
食

文
化
な
ど
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
王
国
派
遣
団
は
、

今
年
8
月
末
か
ら
9
月
初
旬

に
か
け
て
現
地
を
訪
れ
た
が
、

訪
問
前
に
は
、
徳
田
名
誉
総
領

事
か
ら
、
ブ
ー
タ
ン
の
文
化
や

精
神
性
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
研
修
旅
行
に
出
発
し
た
。

　　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブータン王国  新首相誕生
　

２
０
１
８
年
10
月
18
日
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
で
は
、
国

民
議
会
（
下
院
）
選
挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ
、
ブ
ー

タ
ン
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
野
党
協
同
党
が
第
一
党

に
な
っ
た
と
集
計
結
果
を
発
表
し
た
。
首
相
に
就
任

し
た
協
同
党
の
ロ
テ
・
ツ
ェ
リ
ン
党
首
は

「
こ
の
選
挙

結
果
は
、
よ
り
幸
せ
な
ブ
ー
タ
ン
を
実
現
す
る
た
め

の
知
恵
と
祈
り
の
成
果
だ
」
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

投
稿
し
た
。
協
同
党
は
選
挙
戦
に
お
い
て
、
国
内
に

て
拡
大
し
て
い
る
貧
富
の
差
の
改
善
な
ど
を
訴
え
て

若
者
の
支
持
を
得
た
。　

　

国
民
議
会
選
は
、
予
備
選
の
上
位
2
党
が
本
選
に

進
む
方
式
と
な
っ
て
い
る
が
、
与
党
で
あ
っ
た
国
民
民

主
党
は
9
月
の
予
備
選
挙
で
敗
北
し
、
政
権
交
代
が

確
定
し
て
い
た
。

　

本
選
で
は
、
協
同
党
と
、
２
０
０
８
～
２
０
１
３
年
に

与
党
だ
っ
た
調
和
党
が
争
い
、
協
同
党
が
全
47
議
席

中
、
30
議
席
を
確
保
し
当
選
し
た
。

　

11
月
7
日
、
新
首
相
と
新
閣
僚
た
ち
は
、
国
王
よ
り

正
式
に
任
命
を
受
け
た
。

　

ロ
テ
・
ツ
ェ
リ
ン
首
相
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
米
国
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
医

学
部
を
卒
業
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
キ
ャ
ン
ベ
ラ
大
学
に

て
Ｍ
Ｂ
Ａ
も
取
得
し
て
い
る
。
地
元
テ
ィ
ン
プ
ー
で
は
、

医
師
と
し
て
も
非
常
に
高
い
評
価
を
得
て
、
ド
ク
タ
ー

と
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
。

拓殖大学紅陵祭にて

ブータン派遣団展示
コープさっぽろに感謝状

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
は
、
ブ
ー
タ
ン
の
衛
生
環
境
の
改
善
に
多
大
な
る
貢
献
を

し
て
、
昨
年
10
月
4
日
、
同
組
合
本
部
に
て
ブ
ー
タ
ン
王
国
ユ
ニ
セ
フ
か
ら
感

謝
状
授
与
を
授
与
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
ー
タ
ン
を
代
表
し
、
徳
田
ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
誉
総
領
事
が
式
に
出
席
し
、
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
代
読
贈
呈
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
は
、
２
０
１
０
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
店
頭
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
ブ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ン
の
学
校
に
ト
イ
レ
や
水
道
を
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
活
動
資
金
を
募
っ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
連
児
童
基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）
を
通
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17
年
度
ま
で
に
約
９
５
６
８
万
円
を
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
年
に
一
度
、
組
合
員
が
現
地
を
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

察
し
、
道
内
で
報
告
会
を
開
く
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
道
な
活
動
を
続
け
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
田
ひ
と
み
名
誉
総
領
事
は
、

「
子
供
た
ち
の
衛
生
環
境
を
整
え
て
頂
い
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
た
。

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
ブ
ー
タ
ン
へ
の
募
金
活
動
は
、
２
０
１
８
年
度
末
ま
で
の
計

画
で
あ
る
が
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
中
島
則
裕
専
務
理
事
は
、
「
今
後
も
ブ
ー

タ
ン
と
の
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳田名誉総領事から感謝状を贈られる

コープの吉田千恵組合員理事

民族衣装でお出迎えする学生たち

中央は徳田名誉総領事

大使館発 ! ブータンがわかる授業
　

平
成
30
年
度

「
大
使
館
発
！
世
界
が
わ
か
る
授
業
」
が
埼
玉
県
国
際
課
の

企
画
に
よ
り
行
わ
れ
、
徳
田
ひ
と
み
名
誉
総
領
事
は
、
10
月
26
日
に
埼
玉
県
立

蓮
田
松
韻
高
校
（
埼
玉
県
蓮
田
市
）
、

11
月
15
日
に
埼
玉
県
立
い
ず
み
高
校

（
さ
い
た
ま
市
）
に
て
ブ
ー
タ
ン
王
国

に
つ
い
て
の
特
別
講
義
を
行
っ
た
。

　

両
校
の
講
演
会
で
は
、
ブ
ー
タ
ン
の

民
族
衣
装
を
生
徒
さ
ん
が
実
際
に
着

用
す
る
な
ど
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
の
魅
力

や
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
幸
福
量
）
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
ブ
ー
タ
ン
の
伝
統
的
な
生

活
だ
け
で
な
く
、
最
近
の
ブ
ー
タ
ン
の

若
者
の
ト
レ
ン
ド
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
つ
い
て
も
言
及
し
、
生
徒
さ
ん
の
ブ
ー
タ
ン
へ
の
関
心
を
深
め
た
。

　

い
ず
み
高
校
で
は
約
４
６
０
名
、
蓮
田
松
韻
高
校
で
は
約
90
名
の
生
徒
さ
ん

が
参
加
し
、
熱
心
に
講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

昨
年
9
月
、
徳
田
ひ
と
み
在
東
京
ブ
ー
タ
ン
名
誉

総
領
事
は
ブ
ー
タ
ン
王
国
を
訪
問
し
、
ジ
グ
ミ
・

ケ
サ
ル
・
ナ
ム
ゲ
ル
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
第
五
代
国
王
に

拝
謁
し
た
。

　　

ワ
ン
チ
ュ
ク
国
王
は
、
日
本
の
囲
碁
に
深
く
関
心
を

も
っ
て
お
ら
れ
、
囲
碁
を
す
る
お
相
手
を
探
さ
れ
て

い
る
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
、
徳
田
名
誉
総
領
事
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
囲
碁
国
際
交
流
の
会
の
合
田
寅
彦
理
事

長
、
同
会
会
員
で
マ
ス
タ
ー
の
関
口
清
氏
と
共
に
、

ブ
ー
タ
ン
王
国
を
訪
問
し
た
。
合
田
理
事
長
か
ら

貴
重
な
古
い
基
盤
や
那
智
黒
石
や
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の

碁
石
な
ど
が
国
王
陛
下
に
献
上
さ
れ
た
。

　

国
王
は
、
普
段
ネ
ッ
ト
碁
を
活
用
し
、
碁
の
研
究
を

さ
れ
て
お
り
、
「
囲
碁
は
、
自
ら
学
び
、
考
え
る
力
を

つ
け
て
く
れ
る
。
集
中
力
も
養
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
も
つ
け
て
く
れ
る
の
で
、
若
者
の
教
育
に
も
取
り

入
れ
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

徳田名誉総領事  ブータン訪問

オリエンテーション実施

民族衣装を紹介する徳田総領事

ブータン展示ブースにて

上田清司埼玉県知事（左）と
SAITAMA PRIDEアンバサダーたち



新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です。
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ものづくりの精神と経営理念で国内製造を貫く明治元年創業企業

事例1-4-2：ホットマン株式会社

　東京都青梅市に本社を構えるホットマン株式会社（従業員 413 名、

資本金 8,000 万円）は明治元年創業のタオルメーカー。古くからの

織物産地として知られる東京都青梅市で創業し、｢国内一貫生産」と

「自社直営店販売」にこだわり続け、今日まで業容を拡大してきた。

【夜具地の製造から自社製品であるタオル製造に転進】

　同社は、鎌倉時代から織物の産地として栄えた東京都青梅市で、明治

元年（1868 年）3 月に「田中織物工場」として創業。着物地の生産から

始まり、時代と共に生産品目を変え、終戦後しばらくは、布団の側地で

ある夜具地や服地の量産を行っていた。その後、昭和 30年代に入ると、

当時社長であった田中文吉は欧米風のライフスタイルへの変化を見越し、

タオル製造への転業を決意。夜具地の生産もピークを過ぎていた中で、

「青梅の織物業を存続させなければならない。」という地元の織物業者に

もタオル産地としての青梅の礎となっている。｢夜具地と違ってタオルな

ら最終商品をつくることができる。」これにより同社は消費者に直接届け

られる自社製品を持つことになる。

【卸売から自社直営店販売へ】

　1972 年には東京六本木の一等地に直営店第一号となるタオル専門店

を出店。当時は織物業者が直営店を出店するということに前例がなく、

製版一貫体制の先駆けであった。

　同社では、直営店の展開と共に卸販売により販路を拡大していった。

御客様には、品質の高い商品を全国一律の価格でお届けしなければなら

ない。」そのような考えから、売上高の大幅減少を覚悟のうえ、同社は

直営店での販売に集中を図ると同時に生産の内製化を進めた。その

結果、売上高は最盛期の約半分にまで減少した。売上高の大幅な減

少は一時的に業績面に影響を及ぼしたものの、消費者との直接的な

接点と価格への信頼が、今の同社の大きな強みになっているという。

【国内生産を貫き、一貫生産体制を構築】

　時を同じくして安価な海外製のタオルの流入を受け、中国を中心とし

たアジア各国にタオルの生産拠点を移転させていった会社も少なくない。

しかしながら、同社は国内生産にこだわり、創業の地である青梅で生産

をすることに徹した。そして、すべての工程を自社で行うことが出来る

一貫生産の仕組みをつくり上げた。「当社のタオルは、青梅で育んできた

高い技術と知識、そして磨かれた美意識があったからこそ生まれたタオ

ルです。少しでもお客様に近い存在でありたいと考え、国内での生産を

貫きました。」と坂本将之社長は当時をそう振り返る。

　そのような中、海外に生産拠点を移転させた会社の中には、一時は高

い収益を上げていたものの、その後、賃金上昇等の影響を受けて、撤退

した企業も多い。短期的な時間軸でみれば、その当時は合理的と考えら

れた海外展開であったが、同社にとっては国内生産にこだわり続けた経

営判断は正しかったと言えるだろう。｢経営理念に照らし合わせて、先の

先を見据えた経営を行うこと」、明治時代から 150 年という長い時代を

乗り越えてきた企業だからこそ成しえる経営の力なのかもしれない。

【対話を通じてつながるものづくりの精神と企業理念】

　現社長である坂本社長は 7 代目にあたる。同社は、もともと田中家

が創業した企業であったが、｢会社は公器である」という創業者の考えの

もと、従業員から社長に登用された。｢当社のものづくり精神や経営理念

は、会長の自宅に呼ばれて、縁側でお茶を飲みながら聞かされていまし

た。」と坂本社長は当時を懐かしく振り返る。

　2013 年には、水に浮かべると 1 秒以内に水分を吸収して沈み始め

るという吸水性の高さを特徴とする｢1 秒タオル」シリーズを商品化し、

りそな中小企業財団・日刊工業新聞社が主催する中小企業優秀新技術・

新製品賞奨励賞や東京都が主催する世界発信コンペティション東京都

ベンチャー技術特別賞など、数々の賞を受賞している。これまでの同社

は｢良いものを作る」という職人気質の企業で、積極的な広告宣伝をして

こなかったという。

　近隣小学校の生徒たちがデザインしたハンドタオルを製品化し、実際

に地域で販売をするという企業家教育にもかかわるなど地域貢献活動にも

積極的だ。｢関わった小学生たちが将来、当社に入社したいと思ってくれ

くれたら嬉しいですね。地域と共存しながら会社を成長させていきたい

です。」。今後も｢青梅のホットマン｣としての活躍が期待される。

（｢2017年中小企業白書｣より抜粋）

              
JEPA 関係者様の活動紹介

              
チノイ駐日インド大使閣下              

歓送夕食会

中小企業白書で紹介された企業の業績アップ成功例

高橋りく様（一般社団法人世界ダイバーシティアート学会）
　

高
橋
り
く
さ
ん
は
、
２
０
１
０
年
に
マ
リ
ス
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
。
マ
リ
ス
と
は
進
化
し
た
砂
絵

で
史
上
初
の
全
盲
の
人
も
含
め
た
全
て
の
人
に
見
え

る
絵
画
技
法
と
そ
の
絵
画
の
こ
と
を
言
う
。
砂
の

粗
さ
の
違
い
で
色
の
濃
さ
（
明
度
）
を
表
現
し
、
砂
に

ア
ク
リ
ル
絵
具
を
使
用
し
着
色
す
る
た
め
、
目
の
見

え
る
人
は
触
っ
て
も
触
ら
な
く
て
も
絵
を
鑑
賞
で
き
、

ま
た
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
点
字
を
読
む

繊
細
な
指
先
で
触
っ
て
絵
を
感
じ
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

マ
リ
ス
ア
ー
ト
の
作
品
展
は
、
国
内
外
で
開
催
さ

れ
、
一
万
人
以
上
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

い
る
と
い
う
。

　

日
越
外
交
関
係
樹
立
45
周
年
事
業
と
し
て
、
マ

リ
ス
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ジ
ア
ツ
ア
ー
第
1
回

ハ
ノ
イ
が
、
12
月
1
日
か
ら
9
日
ま
で
、
ベ
ト
ナ
ム

の
ハ
ノ
イ
に
あ
る
サ
ク
ラ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
行
わ

れ
た
。

　

ハ
ノ
イ
国
家
大
学
に
通
う
チ
ャ
ン
さ
ん
は
、

｢

目
の
見
え
な
い
人
は
絵
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
高
橋
さ
ん
と
会
っ
て
考

え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
問
題
で
も
解
決

方
法
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
」
と
述
べ
た
。

　　

今
後
は
、
パ
リ
、
プ
ラ
ハ
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
で
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
展
開
を

さ
れ
る
予
定
。

ブータン王国柔道連盟
　

２
０
１
９
年
、
ブ
ー
タ
ン
柔
道
連
盟
は
、
発
足

10
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
。
ブ
ー
タ

ン
で
初
め
て
柔
道
が
行
わ
れ
た
の
は
、
２
０
１
０
年

の
こ
と
。
ペ
ル
キ
ル
ス
ク
ー
ル
に
て
柔
道
部
が
立
ち

上
げ
ら
れ
、
本
格
的
に
指
導
が
行
わ
れ
た
。

　

｢

当
時
22
才
の
ヤ
マ
サ
キ
ミ
チ
ヒ
ロ
氏
が
、

ブ
ー
タ
ン
に
お
い
て
柔
道
の
種
を
巻
き
、
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
た
」
と
ブ
ー
タ
ン
柔

道
連
盟
の
代
表
を
務
め
る
カ
ル
マ･

ド
ル
ジ
氏
は

語
る
。

　

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ブ
ー
タ
ン
柔
道
連
盟

は
、
ブ
ー
タ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
２
０
１
５

年
に
正
式
に
提
携
を
結
び
、
２
０
１
６
年
に
は
、

正
式
に
国
際
柔
道
連
盟
の
１
９
６
番
目
の
加
盟
国
、

ア
ジ
ア
柔
道
連
盟
の
40
番
目
の
加
盟
国
と
な
っ
た
。

　

日
本
政
府
、
そ
し
て
世
界
中
の
柔
道
関
係
者

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
た
お
陰
で
こ
こ
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
た
と
同
氏
は
感
謝
の
気
持
ち
を

示
し
た
。
発
足
10
周
年
を
祝
し
、
日
本
政
府
は

ブ
ー
タ
ン
に
新
し
い
柔
道
場
建
設
の
た
め
の
予
算

を
正
式
に
決
定
し
た
。

　

２
０
１
８
年
12
月
2
日
、
平
松
賢
司
在
ブ
ー
タ

ン
王
国
日
本
特
命
全
権
大
使
が
契
約
書
に
署
名

し
た
。
建
設
工
事
に
は
一
年
が
費
や
さ
れ
、
道
場

が
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
道
場
の
た
め
に
、
２
８
８
枚
の
畳

が
国
際
柔
道
連
盟
よ
り
寄
附
さ
れ
た
。

平松大使（左）とドルジ代表（右）

平成最後の天皇誕生日
　

昨
年
12
月
20
日
、
河
野
外
務
大
臣
夫
妻
主
催
に

よ
り
天
皇
誕
生
日
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
外
務
省

飯
倉
公
館
に
て
開

催
さ
れ
た
。

　

駐
日
各
国
大
使
、

政
財
界
関
係
者
等

が
出
席
。
徳
田
ひ

と
み
ブ
ー
タ
ン
名

誉
総
領
事
も
出
席

し
た
。

　

河
野
外
務
大
臣

は
、
85
歳
に
な
ら
れ
る
天
皇
陛
下
が
国
際
親
善
に

今
も
な
お
ご
精
励
さ
れ
て
い
る
の
は
喜
ば
し
い
限

り
で
あ
る
と
敬
意
を
表
し
た
。

ご挨拶をする河野外務大臣

　

昨
年
11
月
15
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
に
て
、

年
内
で
任
期
を
終
え
、
イ
ン
ド
へ
帰
国
さ
れ
る
駐
日

イ
ン
ド
大
使
館
の
ス
ジ
ャ
ン
・
チ
ノ
イ
大
使
閣
下
の

歓
送
夕
食
会
が
開
か
れ
た
。

　

チ
ノ
イ
大
使
は
、

15
年
12
月
に
駐
日

イ
ン
ド
大
使
に
就

任
し
、
日
本
と
イ

ン
ド
の
外
交
関
係

に
多
大
な
る
貢
献

を
さ
れ
た
。

　

会
場
に
は
、
元

総
理
大
臣
で
日
印
協
会
会
長
を
務
め
る
森
喜
朗

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組

織
委
員
会
会
長
や
橋
本
聖
子
自
民
党
参
議
院
議
員

会
長
を
始
め
、
国
会
議
員
、
日
印
関
係
者
等
が
多
数

出
席
し
た
。

　

チ
ノ
イ
大
使
は
、
経
営
修
士
号
を
取
得
し
た
ク

ジ
ャ
ラ
ー
ト
大
学
在
学
中
の
１
９
７
８
年
に
追
手
門

学
院
大
学
に
留
学
し
た
経
験
が
あ
る
。

橋本議員に還暦の祝福を

受けるチノイ大使

              
在ベトナム日本大使館から

祝辞を受ける高橋りくさん（左）



日本経営者同友会は、新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です

日本経営者同友会グループ団体

日本経営者同友会
http://www.jepa-net.com

アセアン協会
http://jepa-net.com/asean

在東京ブータン名誉総領事館
http://bhutan-consulate.org

特定非営利活動法人国連友好協会 
http://japan-un-friendship-association.org
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■ ご 挨 拶

企業を取り巻く環境が目まぐるしく変化する今日、 その変化への迅速な対応が企業経営者の

最大の課題と言えます。 こうした状況の中で、 中小企業経営者たちは自らを守りぬくために、

本質的な情報や真に価値ある知識によって、 新しい事態に生き抜く方策を見出し、 即時実

現していかなければなりません。 経営者同友会は、 国際的な視野を持ち、 国内外のシンク

タンクと共に常に最新情報が入手できる人脈ネットワーク作りをしており、 そのネットワークを

活用することで、 より多くのニーズに応え、 より充実した経済活動の展開を目指しております。

会員の皆様のお役に立てれば幸甚に存じます。

人脈は企業競争を生き抜く強力な武器です。

　  ●御社の発展に必要な専門知識は充分ですか？

　  ●御社の事業活動の幅を大きく広げませんか？

　  ●地理的な制約を超え、 さらに海外への進出を

　　 　検討しませんか？

日本経営者同友会では、 豊富な経験と知識を備えた多くの

スタッフによるサポート及び、 会員企業様が相互に発展でき

るようなチャンスをご提供いたします。 また、 長年に亘り築い

てきた強力な海外の人脈を活かし、 グローバルな企業展開

のサポートをいたします。

『人　脈』

【企業様　広告欄】

広告掲載をご希望の企業様は日本経営者同友会までご連絡をお願いいたします。

　

Tsuneo Shimoji ,
Chairman


